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1. はじめに 

 監視システムは，私たちの日常生活において様々な形

で広く使用されている．その中でも普及しているのが監

視カメラを用いたシステムである．このようなシステム

では，監視員は人物を追跡するために複数のカメラ映像

を見続ける必要がある．しかしながら，長時間に及ぶ追

跡は監視員に過度な負担を与えてしまうことになる．そ

こで，人物を自動で追跡するための研究が行われている
(1)(2)(3)． 

 これらのシステムで追跡可能な範囲は，そのシステム

の監視エリア内に限られる．広範囲なエリアで人物追跡

を行いたい場合，人物を検出するためのセンサの設置コ

ストやシステムの管理コスト，データ処理のコスト等が

増加する．さらに，公共トイレや他社の敷地，管理者が

異なるエリア等では，センサの設置ができない可能性が

ある．このため，広範囲なエリアをカバー可能な人物追

跡システムを 1 つの監視システムだけで実現することは

現実的でない．そこで，複数の監視システムを相互運用

することを検討する．異なるシステムを相互運用するた

めの技術や研究はいくつか存在する(4)(5)(6)．しかし，人物

追跡の相互運用を目指した研究は見つからない． 

 異なる人物追跡システムの相互運用を実現し，システ

ムを跨った人物追跡を行うためには，複数の人物追跡シ

ステムによって形成されるネットワークに参加し，要求

先のシステムを決め，追跡に必要な情報をそれらのシス

テムに渡す必要がある．本稿では，このことの実現方法

を検討する． 

2. 複数システムを跨った人物追跡 

 人物追跡システムにおいて，追跡可能な監視範囲はセ

ンサの数や設置位置によって決まる．このため，各シス

テムが人物追跡可能な範囲は一定の領域に限られる．そ

こで，様々な範囲を監視する小規模なシステムを繋ぎ合

わせることで，より広範囲な領域の人物追跡の実現を目

指す． 

 今日では，人物追跡が可能なシステムが数多く設置さ

れている．例えば，電車の乗降時に用いるプリペイド電

子マネーカードでは，いつ，誰が，何処で乗降したのか

が分かる．スーパーマーケット内に設置されているカメ

ラでは店内での人々の行動が録画される．これらの人物

追跡システムを相互運用することができれば，各々のシ

ステムの監視範囲内だけでなく，そのシステムの監視範

囲外でも追跡することが可能となる．図 1 にこのことを

実現するために考慮すべき課題を示す． 

 

図１．複数システムを跨った人物追跡の課題 

2.1 人物追跡ネットワークへの参加  

人物追跡システムの相互運用を実現するためには，

個々の人物追跡システムがお互いの存在を認識し，人物

追跡の継続を要求するための人物追跡ネットワークを形

成する必要がある．人物追跡ネットワークの形成は join

メッセージと ackメッセージで実現する．joinメッセージ

はネットワークに参加するためのメッセージである．ack

メッセージはその返信として用いられ，ネットワーク参

加の許可を通知する．人物追跡ネットワークに参加する

システムは joinメッセージを送信し，その返信である ack

メッセージを受け取ることでネットワークに参加する． 

2.2 要求先システムの決定 
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システムの監視範囲外に追跡対象が移動すると，シス

テムはその人物を追跡できなくなる．このため，追跡対

象の追跡を継続するために，人物追跡ネットワークに参

加する他システムに追跡の継続を要求する必要がある．

このとき，どのシステムに対して追跡の継続を要求する

かが問題となる．単純な方法としてネットワーク内の全

てのシステムに追跡の継続要求を出すことが考えられる．

しかし，追跡対象が移動する可能性がないシステムに追

跡の継続を要求することは無駄となる．また，過度のネ

ットワーク通信量と計算負荷が掛かる． 

そこで，追跡継続の要求先システムを見つけるための

仕組みを実現する．これは covメッセージとその返信であ

る cov-repメッセージにより，以下の手順で実現する． 

１．要求先システムを探す人物追跡システム(要求元)は，

人物追跡ネットワークへの参加の許可を得たシステムに

対して covメッセージを送信する． 

２．cov メッセージを受信したシステムは，自身の監視範

囲と自分が追跡継続要求を出すシステムのリストを

cov-rep メッセージとして返す． 

３．要求元(cov-rep メッセージを受け取ったシステム)は，

受け取ったリストに記載された(複数の)システムに対して

covメッセージを送信する． 

４．要求元は cov-repメッセージを受け取る． 

５．手順２と４で受け取った，それぞれの監視範囲を比

較し，追跡の継続要求を出すのに相応しい近隣のシステ

ムだけを選択する． 

６．手順５で covメッセージを未送信の新たなシステムが

あれば，それらのシステムに covメッセージを送信し，手

順２へ． 

７．収集した監視範囲の中から，追跡の継続要求を出す

のに相応しい近隣システムだけを選択する． 

 図１を用いて，要求先システムを見つけるときの例を

示す．要求元システムは最初システム１だけを知ってい

る．このため，要求元システムはシステム１に covメッセ

ージを出し，システム１の監視範囲と近隣システムのリ

ストを cov-rep メッセージによって取得する．ここで，シ

ステム１は近隣システムとしてシステム２と３を持つ．

このため，次に，要求元はシステム２，３に対して covメ

ッセージを出し，システム２，３の監視範囲と近隣シス

テムのリストを取得する．このとき，システム１，２，

３の監視範囲を比較し，システム３よりもシステム１，

２の方が近くに存在することが分かる．このため，シス

テム１，２が追跡継続の要求を出すシステムとして相応

しいと判断する．そこで，システム３を追跡継続の要求

を出すシステムの候補から外す．この後，システム２の

近隣システムであるシステム４に対しても covメッセージ

を送り，システム４の監視範囲と近隣システムのリスト

を取得する．そして，システム１と２，４の中から追跡

継続要求を出すに相応しいシステムを選定する．結果，

システム１と２が追跡継続の要求を出すシステムとして

相応しいと判断する．最終的に，システム１と２が追跡

継続を出すに相応しいと判断し，これらのシステムに対

して要求を出す． 

2.3 人物追跡の継続要求 

 人物追跡の継続要求を実現するために reqメッセージを

準備する．継続要求には要求先のシステムで対象人物の

追跡が継続可能となる情報を含む必要がある．このため，

req メッセージは追跡に必要な情報として追跡対象人物の

特徴情報 feature dataを持つ．reqメッセージを受け取った

システムは feature data を持つ人物を待ち構え，対象人物

が監視範囲内で検出されると追跡を開始する． 

 ここで，要求元は複数のシステムに reqメッセージを送

信している可能性がある．このとき，一つのシステムで

追跡対象人物が検出されると，他のシステムで追跡対象

人物が検出されることがなくなる．このため，他のシス

テムへの追跡継続要求を中止する必要がある．そこで，

追跡対象人物が検出されたことを通知するための notifyメ

ッセージ，追跡対象の継続要求を取り消すための stop メ

ッセージを準備する．要求先は要求された人物を検出す

ると，要求元に対して notify メッセージを送信する．

notify メッセージを受信した要求元は，追跡継続を取り消

すために，req メッセージを送信済みの他のシステムへ

stopメッセージを送る．stopメッセージを受け取ったシス

テムは追跡を中止する．これにより，無駄となった追跡

継続要求を取消す． 

3. おわりに 

 広範囲に渡った人物追跡が行えるように，人物追跡シ

ステムを相互運用するためのプロトコルを提案した．今

後は提案したプロトコルを実装し，複数システムを跨っ

た追跡が行えることを確認すると共に，実環境で利用で

きるシステムの実現を目指す． 
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